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１ ．はじめに
　海陽町は徳島県の最南端に位置し，南東には海岸
線が伸び，北は那賀町，東は牟岐町に，西は高知県
と隣接する。北部・西部にあたる山地は1,000メート
ルにおよぶ緑豊かな山々がそびえ，中央には北から
南に海部川が流れ，下流の左岸流域沿いに細長く開
けた平野が広がる。南部では西から東に宍喰川が流
れる。平成18年に海南町と海部町と宍喰町が合併し
て海陽町となっている。
　私たち社寺建築班は，令和元年₈月₂日から延べ
12日間海陽町に入り，社寺建築を建築学的見地から
調査した。神社は68社，寺院は36 ヵ寺，お堂・お庵

は10 ヵ所，農村舞台は₃ヵ所を調査し，案内図（後
掲の図10）を作成し，それぞれの建築年代や構造，
建築様式などを一覧表（表 1 ・ 2 ）にまとめた。
　建築年代については，書籍や棟札から確認できる
もの以外は，建築様式から推察した。なお，今回は
調査対象が多く時間的な制約から，神社については
旧社格で村社以上を中心に調査した。現在の海陽町
の社寺建築にみられる傾向とともにその特徴を整理
するなかで，代表的な建物として神社₂社，寺院₂
ヵ寺をとりあげて詳細調査を行い実測図を作成し，
その結果をまとめた。
　また，既往調査には，海南町の神社建築 1 ） ，海部
川流域の民俗 2 ） ，宍喰の民俗 3 ） などがあり，合併前
₃町の社寺建築調査成果がまとめられているが，す
でに発行から15 ～ 25年が経過しているため更新の
状況についても確認した。

2 ．神社建築の概要
　今回の調査において，棟札により建築年代が確認
できたものでは，芥

くぐ

附
つけ

の芥附神社本殿（図 2 ）があ
る。宍喰町史には，正徳元年（1711）再興棟札とあ
るが，今回の調査ではこの棟札は確認できなかっ
た。その後の寛延₃年（1750）建物名不明，文政10
年（1827）御

み

崎
さき

宮一宇修造，萬延元年（1860）奉修
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：隅木付き春日造）の本殿などが見られた。神社拝
はい

殿
でん

では，割
わり

拝殿
形式のものが数多く見られた。那賀川流域に多く見られる四方八方に手先を延ばした組物をもつ神社本殿が₂社確認
できた。また，農村舞台もいくつか残っていた。寺院は比較的新しい建物が多いなか，小規模な民家型の本堂も多く
みられた。お堂は調査したすべてが閉鎖型であった。
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図 1 　轟神社本殿　妻飾
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復三崎大明神社一宇大工善蔵の棟札を確認した。現
在の本殿は，文政10年に修造，万延元年に修復され
たものと考えられる。その他の神社も様式から推察
する限り，江戸時代後期から明治期にかけて建立さ
れたものがあると考えられる。本殿の建築様式は，
浅川字大山の大山神社本殿（図 3 ）が隅木付き春日
造（王子造），高園字西内の王子神社本殿が片

かた

入
いり

母
も

屋
や

に縋
すがる

破
は

風
ふ

の向
こう

拝
はい

の付くもので，その他は見
み

世
せ

棚
だな

造
づくり

の
小

しょう

社
しゃ

殿
でん

などを除くとすべて流造であった。春日造と
は春日大社本殿の建築様式で，切

きり

妻
づま

屋根妻
つま

入
いり

の本殿
正面にのみ庇を付けた建物である。隅木付き春日造
は，和歌山県の熊野古道に点在する王子社に多く見
られる形態である。
　流造とは切

きり

妻
づま

屋根平
ひら

入
いり

の本殿正面の屋根を伸ばし
て向拝としたもので，県下において圧倒的に多い様
式であり，全国的に最も広く分布している。規模は
柱

はしら

間
ま

の数で表し，三
さん

間
げん

社
しゃ

は，大里字松原の八幡神社，
久保字久保の八坂神社，吉野字片山の杉尾神社（見
世棚造）で，二

に

間
けん

社
しゃ

は相川字中野の大名（明）神で，
その他はすべて一

いっ

間
けん

社
しゃ

であった。
　海陽町の神社建築の特徴として，拝殿が中央部を
通路とする割拝殿形式になっているものを17社で確
認した。本殿から少し離れた位置に立つ外拝殿と本
殿のすぐ近くに建つ拝殿があり，それぞれに割拝殿
の形態が見られた。また，通

つ

夜
や

堂
どう

改装の墨書きもみ

られ，割拝殿の建物が通夜堂と呼ばれていたことも
確認できた。（図 4 ）
　神社本殿については，大里字松原の八幡神社や久
保字久保の八坂神社や八幡神社，深塩の大山神社，
平井字王余魚谷の轟神社など，それぞれの地域を代
表する神社本殿と摂

せっ

社
しゃ

群が見られるなか，芥附神社
本殿のような小規模な一間社で流造折

おり

屋
や

根
ね

板葺の上
に銅や鉄板で覆

かぶせぶ

葺き，板
いたのき

軒で見世棚造に浜
はまゆか

床が付く
ものも多く確認した。また，那賀川流域や県南エリ
アで多くみられる四

し

方
ほう

八
はっ

方
ぽう

の手
て

先
さき

組
くみ

物
もの

をもつ神社本
殿を₂社確認した。富田字ホキロの杉尾神社と吉田
字前田の春日神社であるが，建築年代は杉尾神社が
明治29年（石碑刻銘による）で，春日神社は前身建
物の意匠形態を受け継ぎ昭和にはいって再建（修

図 2 　芥附神社本殿 図₄　高園字西内の王子神社外拝殿（割拝殿）

図 3 　大山神社本殿
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復）されたものと考えられる。轟神社本殿（図 1 ）が
安政₇年（1860）に木沢村の湯

ゆ

浅
あさ

岩
いわ

蔵
ぞう

により建立さ
れており，那賀川流域の大工との交流からその大工
技術も広まっていったものと考えられる。
　今回調査できた農村舞台は₃ヶ所で，そのうち伝
統的なものは平井字平井の御崎神社境内に建つ農村
舞台（図 5 ）₁ヶ所で，ほとんどが集会所などに建
替えられていた。
　地

じ

神
じん

塔
とう

については，今回調査したすべての神社に
おいて有無を記録し表にまとめたが，村社などにお
いても地神塔の無い神社が比較的多かった。（図 6 ）

3 ．寺院建築の概要
　寺院は36 ヵ寺を調査したが，比較的新しい建物が
多く，市街地においてはほとんどが昭和以降に建て
替えられていた。
　寺院で建築年代が確認できているもので古いの
は，鞆浦字東町の法

ほ っ け

華寺
じ

祖
そ

師
し

堂
どう

で文久₃年（1863）
の建立であるが，その東側に建つ本堂，庫裡，山門
についても江戸末期から戦前までの建物と考えられ
る。（図 7 ）
　棟札などで建築年代は確認できなかったが，奥浦
の薬師寺の本堂脇の堂宇や浅川の千光寺の三門，鞆

浦の万照寺の山門などは様式から江戸後期頃の建物
と考えられる。そのようななかで，樫ノ瀬の高西寺

（図 ８ ）は寄棟造に茅葺き波トタン巻き，日比原の正
福寺（図 ９ ）や尾崎字八山の西光寺など上

じょう

屋
や

は切妻
造で下

げ

屋
や

を回す小規模な民家型の本堂も多くみられ
た。
　また，平井字王余魚谷の龍王寺（轟大権現）は，
明治期の神仏分離令により轟神社と分かれたが，轟
滝を修験道場として信仰を集める寺院で，拝所から
本堂が三

さん

殿
でん

形式で構成されており往時の神仏習合の
名残を残している。
　お堂とお庵は10 ヶ所を調査した。形式はすべて閉
鎖型で入母屋造や宝形造など屋根形態はさまざまで
あるが，比較的新しい建物が多かった。

図 5 　平井字平井の御崎神社　農村舞台

図 7 　法華寺祖師堂

図 6 　花姫神社境内の地神塔

図 8 　樫ノ瀬の高西寺

図 9 　日比原の正福寺
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図10　社寺建築案内図（1神社 ①寺院 お堂・お庵）
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表 2 　神社建築調査一覧表
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4 ．海陽町の各社寺建築
1 ）八坂神社本殿（表 2 −53）
鎮座地−久保字久保 3

［本殿］木造三間社流造　銅板葺
身
も

舎
や

－円
えん

柱
ばしら

　切
きれ

目
め

長押　内
うち

法
のり

長押　頭
かしら

貫
ぬき

木
き

鼻
ばな

（象，
拳

こぶし

）　台
だい

輪
わ

留
どめ

　二
ふた

手
て

先
さき

　板
いた

支
し

輪
りん

　二
ふたのき

軒繁
しげ

垂
だる

木
き

妻
つま

飾
かざり

・大
だい

虹
こう

梁
りょう

　大
たい

瓶
へい

束
づか

笈
おい

形
がた

付
つき

開閉装置　格子戸
向
こう

拝
はい

－大
おお

唐
から

破
は

風
ふ

　角柱（几
き

帳
ちょう

面
めん

取
とり

）　虹
こう

梁
りょう

型
がた

頭
かしら

貫
ぬき

木鼻（象，獅子）　出
で

三
みつ

斗
ど

　繋
つなぎ

海
え

老
び

虹
こう

梁
りょう

（錫
しゃく

杖
じょう

彫
ぼり

）　中
なか

備
ぞなえ

彫
ちょう

刻
こく

　三
さん

方
ぽう

切
きれ

目
め

縁
えん

　擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

高
こう

欄
らん

　脇障子（板）　腰組　束
つか

立
だて

貫
ぬき

板
いた

張
ばり

　切
きり

石
いし

基
き

壇
だん

（砂岩）
千
ち

木
ぎ

－₃本　堅
かつ

魚
お

木
ぎ

－₃本
（図11 ～ 20）

　この社は，海陽町の南部，阿佐海岸鉄道宍喰駅北
側約200ｍの山麓の平坦地に鎮座する。徳島県神社
誌には「岡ノ山にあったが，慶長元年（1596）現社
地の久保に鎮座せられた。」と記述されている。
　本殿は，三間社流造銅板葺で，後

こう

補
ほ

により向拝柱
から拝殿方向に₂間，大唐破風の向拝が伸びる。切
石積の基壇に載る，向拝は後補で基壇を広げる。
　身舎は円柱を切目長押と内法長押で固め，柱頭部
には象鼻付（図13）の頭貫と台輪が載る。組物は二
手先とする。天井は板支輪を張る。軒は二軒繁垂木
とし，妻飾は大虹梁を置き，大瓶束笈形付を載せ棟
木を支える。（図14）開閉装置は格子戸を填める。
　向拝は（図15），身舎に近い当初の向拝柱（角柱几
帳面取）を建て，角材の頭貫で固め，木鼻部は絵

え

振
ぶり

板
いた

を付け大唐破風の軒を仕舞う。柱頭部の組物は出
三斗であるが，前方は屋根との取り合いで切欠き，
繋海老虹梁（錫杖彫）（図16）で身舎と繋ぐ。後補で
拝殿方向に張り出した柱は，几帳面取の角柱を建
て，虹梁型頭貫で固め，木鼻は前列が象鼻，中列が
獅子鼻を付ける。柱頭部の組物は出三斗とする。中
備には前列が，素

す さ の お

戔嗚の八
やまたの

岐大
お ろ ち

蛇退治（図17，18），
中列は頭貫と丸

が

桁
ぎょう

の間は蟇
かえる

股
また

を置き，丸桁の上部に
龍・虎・竹・梅の彫刻を置く（図19）。側面の頭貫と
丸桁の間は蓮の蟇股で飾る。柱の寸法は列毎に異な
り，中列の頭貫天端は，削り取ったような痕跡が見
られる，束は継ぎ足した材が見られる。前列の丸桁
は彫刻と取合う部分が切り取られ（図20），最後列の
頭貫は新しい角材で簡素なものである。唐破風の向
拝を張り出した時に頭貫と木鼻，中備彫刻などの化
粧材を前列に移設したと推察する。また，前身の拝

殿の向拝に使われていた彫刻や化粧材などを移設し
再使用したとも考えられる。縁は三方切目縁で，擬
宝珠高欄を回し，奥は板障子とし，腰組は束立貫，
身舎の柱通りで板張とする。向拝奥列と中列の間は
浜床を張り，壁は腰板張，上部は格子を填

は

める。中
列から前列は床を石張とする。
　建築年代は，棟札から江戸時代後期の宝暦10年

（1760）建立であると確認されているが，後補による
改造や修繕が多くみられる。

図11　全景

図12　平面図
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図13　身舎木鼻 図17　向拝中備彫刻（八岐大蛇退治）

図14　身舎妻飾 図18　向拝中備彫刻

図15　向拝 図19　向拝中備彫刻（中列）

図16　向拝海老虹梁 図20　向拝中備彫刻裏側
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2 ）杉尾神社本殿（表 2 −46）
鎮座地−海陽町富田字ホキロ10

［本殿］木造一間社流造　銅板葺
身舎－円柱　切目長押　内法長押　頭貫木鼻（拳）

台輪木鼻　二手先（八方）　尾
お

垂
だる

木
き

　中備彫
刻　二軒繁垂木　

　　　妻飾：二重虹梁　蟇
かえる

股
また

　蕪
かぶらげぎょ

懸魚
　　　開閉装置　桟唐戸
向拝－角柱（角面取）　虹梁型頭貫木鼻（象）　皿

さら

斗
と

出三斗二
に

重
じゅう

連
つれ

斗
と

付
つき

　中備彫刻（鳳凰）　繋海
老虹梁　三方榑

くれ

縁
えん

　刎
はね

高
こう

欄
らん

　脇障子（彫刻）
階

きざはし

　五級（木
こ

口
ぐち

）　浜床　腰組　束立腰板張
　　　切石基壇（砂岩）
千木－₂本　堅魚木－₃本

（図21 ～ 25）
　この社は，海陽町の南東部に位置し，海部川沿い
の富田に鎮座する。海部町史に「阿波志には『杉尾
祠 富田村に在り。寛文 8 年釈良雅重造。』と出てい
る。」と記述されており，大巳貴命・事代主神を祭神
とする。
　本殿は，一間社流造銅板葺で，切石積の砂石基壇
に載る。身舎部分は，円柱を切目長押と内法長押で
固め，柱頭部には拳鼻付の頭貫と台輪木鼻が載る。
組物は二手先とし，那賀川流域に多く見られる四方
八方に手先が伸びる組物が付く。柱間には獅子と牡
丹・松と鷹と氷を砕いたような岩の彫刻を施した中
備彫刻を填め，軒は二軒繁垂木とする。妻飾は皿斗
付出三斗で二重虹梁を受け，大斗肘木で棟木を支え
る。中備に蟇股を填める。開閉装置は桟唐戸を吊る。

（図21，22，23，24）
　向拝は，角面取の角柱を建て，虹梁型頭貫で固め，
木鼻（象）が付く。柱頭部は皿斗に出三斗（二重連
斗付）で丸桁を受け，鳳凰の中備彫刻を填める。繋
海老虹梁で身舎と繋ぐ。縁は三方榑縁とし，刎高欄
が脇障子（透彫刻：鯉の滝登）に取り付く。階は，
五級の木口階段とし浜床を張る。腰組は束立腰板張
とする。（図22）
　建築年代は，境内の石碑に当社堂宇再建明治29年
と記されている。後補による着色が見られたのが残
念である。
　境内入口の鳥居付近に外拝殿が建っていたと考え
られるが，原因は不明だが解体されていた。
　また，今回の調査で，吉田字岡田の春日神社本殿
においても四方八方の手先組物（出組）を確認した。

図24　本殿妻飾

図23　本殿側面

図25　平面図

図21　全景 図22　正面
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3 ）法華寺　本堂（表 1 −16）
所在地－海陽町鞆浦字東町112
木造　正面三間　奥行二間　寄棟造　桟

さん

瓦
がわら

葺
　　　向拝一間縋

すがる

破
は

風
ふ

主屋－角柱（角面）・内陣　円柱　切目長押
　　　内法長押　大斗肘木　一軒疎

まばら

垂木　格子戸
　　　乱石積基壇（砂岩）
向拝－角柱（粽

ちまき

・角面）　虹梁型頭貫木鼻（拳）
　　　皿斗　出三斗送斗付　蟇股　繋虹梁
　　　三方切目縁　板階段三級

（図26 ～ 29）
　この寺は，海陽町の南東部，鞆港に面する鞆浦集
落にある日蓮宗の寺院である。名東郡八万（現徳島
市）にあった法華寺が寛永年間に移されたとされ
る。
　本堂は正面三間，奥行二間の寄棟造で，縋破風の
向拝が付く。外周部は乱石積（砂岩）の基壇の上に
三方土台を回し，内部は自然石の上に柱を立てる。
三方に切目縁が廻り，高欄は無い。様式的には本尊
を高い位置に安置する日蓮宗独自のものではなく，
内・外陣の高低差のないものとなっている。
　主屋は角柱を切目長押と内法長押で固め，頭貫，
台輪は無く，柱頭の組物は簡素な大斗肘木とする。
内陣の四本の柱のみを円柱とし，正面奥に軒を取り
込んで仏壇とし，厨子を置く。床は畳敷き，天井は
竿縁天井とし，内陣中央の天井を高くする。内陣中
央の柱間の鴨居と長押が外された痕跡があり，仏壇
中央の柱間にも同じ痕跡が見られる。これは厨子を
納めるために外されたものと推測される。
　向拝は角柱を立て，虹梁型頭貫木鼻（拳）で固め，
柱頭には皿斗の上に送斗付の出三斗を載せ，中備彫
刻には蟇股を填める。主屋とは虹梁で繋ぐ。
　建築年代は今回の調査において棟札等の確認はで
きなかったが，主屋の柱や壁に墨書きの痕跡が多数
あり，向拝側の柱の内面に，土州香我美郡上田村安
政七年三月十八日来宿と読める記述があり，様式か
ら判断する限り，それ以前の建立であると推察され
る。
　昭和33年には本堂大修築，平成28年には屋根の葺
替えが行われている。
　本堂の西隣には庫裡，東隣には祖師堂（町指定文
化財・文久三年（1863））があり，山門を含めて江戸
末期から戦前にかけて建てられたもので，貴重であ
る。

図27　本堂内部

図26　本堂外観

図28　向拝正面

図29　本堂平面図
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4 ）万照寺山門（表 1 −18）
所在地－海陽町鞆浦字大宮

［山門］木造一
いっ

間
けん

一
い っ こ

戸四
し

脚
きゃく

門
もん

　切妻造　本瓦葺
　　　 角柱（角面）　腰貫　頭貫木鼻（拳）
　　　 一軒疎垂木　妻飾　大瓶束　蟇股

（図30 ～ 35）
　この山門のある万照寺は，海陽町の南東部に位置
し，瑠璃山法寿院と号し鞆浦大宮に所在する。海部
町史には，「阿波国郡村史に『万照寺　本村南ノ方南
町二アリ。真言宗古義派紀伊国金剛峰寺末　寛文二
壬寅年焼失ニテ開基創立不詳，宝暦九年乙卯九月増
寂明中興ス。』とあり，鞆浦七寺中でも最も開山寺歴
の古い寺院の一つと思われる。」とある。
　門の形式は一間一戸の四脚門で両袖に土塀が付
く。足元には砂岩の切石を敷く。四脚門は，本柱が
門の中心となり棟木を支え，その前方後方に袖柱を
置くのが通常であるが，この山門は，本柱から袖柱
が前後で違う距離に置かれているため，棟木と本柱
が前後に多少ずれている。（図35）柱頭部は，本柱の
上に冠

かぶ

木
き

を載せ女梁と男梁で固める。冠木中央の蓮
形の台座に拳鼻を付けた八面角の大瓶束と，両側の
外面に卍

まんじ

と内面に薬師如来と大日如来の梵字が彫刻
された板蟇股が，それぞれ棟木を支える。本瓦葺の
切妻屋根には鬼瓦と鳥衾瓦が付く。（図31 ～ 34）両
側の軒先につく軒平瓦には模様の違うものが使われ
ており，前身の門の瓦を用いたものと推測される。

（図30）建築年代については，今回の調査で棟札等を
確認することはできなかったが，軒裏の野地板など
が和釘で止められ，木鼻などに江戸時代後期の絵様
が見られる。

図32　側面

図31　正面

図35　平面図

図33　大瓶束 図34　板蟇股

図30　軒先瓦
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4 ．おわりに
　今回の調査において，神社建築ではこれまでの調
査で那賀川流域で多く見られた四方八方に手先組物
をもつ神社本殿を 2 社確認した。
　また，流造が多いなか，隅木付き春日造（王子造）
や片入母屋造の本殿（図36）を確認した。
　割拝殿の一部は通夜堂として使われていたようで
あるが，新しく建替えられたものには片側通路形式
のもの（図37）がいくつか見られた。通夜堂の必要
が無くなったためなのかは，今回の調査で確認でき
なかった。調査するなかで，台風被害によって倒壊
した神社本殿や外拝殿を確認した。一日も早い復旧
を切に期待したい。
　寺院については，戦後新しく建て替えられたもの
が多いなか，小規模な民家型の本堂が多くみられた
が今回は詳細調査が出来なかった。また機会があれ
ば行いたい。
　最後に，今回の調査を行う際，神社や寺院の場所
の特定に苦労したが，住民の方々のご協力を得て，
多くの神社，寺院を調査することができました。
　調査にご協力いただいたみなさまに，この場を借
りてお礼を申し上げます。

注
1 ）海南町史編さん委員会編（1992）『海南町の神社建築』海

南町
2 ）徳島県郷土文化会館民俗文化財集編集委員会編（1996）：
『海部川流域の民俗』
3 ）徳島県郷土文化会館民俗文化財集編集委員会編（2004）：
『宍喰の民俗』
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